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福祉センターの大規模な福祉センターの大規模な
設備改良工事を契約同意設備改良工事を契約同意

平成30年
第2回定例会
6月5日～22日

No.211 発行／福生市議会
平成30年7月25日 〒197-8501　 福生市本町5番地

☎042（551）1511（代表）
☎042（551）1523（直通）ふっさ市議会だより

▲平成30年１月８日に開催された福生市成人式にて（実行委員会の新成人）

▲25周年を迎えた大凧揚げ大会の様子（５月５日多摩川中央公園にて撮影）

再生紙を使用しています。

主な内容
◆一般質問（要旨）……２～５面
◆ 可決された案件・議案の審議結果　
………………………………６面

◆委員会の審査　……………７面
◆ 行政視察報告・特別委員会活動　
………………………………８面
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　今定例会では、17名の議員が市政全般にわたり一般質問を行いました。要旨は１～２問とし掲載しました。
会議録は８月下旬頃に市役所情報コーナー及び図書館に配置します。また、福生市ホームページにも掲載しま
すので、ぜひご覧ください。
　なお、これまで掲載されていた一般質問通告一覧については、福生市ホームページに掲載しています。

一般質問（要旨）
「市政のここを問う」

正和会
清水 義朋 議員

▲ＣＶ-22の横田飛行場配備に関する環境レビュー（仮訳）

　質問　４月３日に防衛省がＣＶ－
22オスプレイの今夏の横田基地への
配備を発表、その２日後に最初の５
機が飛来した。正式配備を前に、本
市での状況把握と対応について伺う。
　市長　公表では、今夏頃に５機を
配備、その後数年間で段階的に計10
機、450人の人員を配備するという
もので、これを受け都と５市１町で
は直ちに北関東防衛局に対し迅速で

正確な情報提供を要請した。また、
防衛省、北関東防衛局を訪問し、さ
らに６月には防衛大臣政務官と面会
し、地元自治体の厳しい状況を訴え、
情報提供を強く求めた。今後も市民
の安全安心のため粘り強く取り組む。

ふっさっ子未来提言の総括について

　質問　平成25年度末に六つの提言
が公表されて以降、福生の教育と子

どもたちの姿の変化を実感している。
改めて、その総括を伺う。
　教育長　大きな成果には①校長・
教職員の人材確保、②児童・生徒の
情緒の安定、③施策の発信と認知の
向上、④教育環境整備と行政職員の
力量向上、⑤市独自の研究組織とし
ての発展、⑥課題認識と施策展開の
整合など。今後も教育課題の改善に
向け、施策展開を着実に進めたい。

障害を持つ児童と特別の配慮が必要な児童への対応について

ＣＶ－22オスプレイ配備について

正和会
町田 成司 議員

　質問　保育園における障害児の受
け入れ状況は。また、医療的ケア児
の支援内容についても伺う。
　市長　障害の状況や職員の配置等
を考慮し、市と保育園で調整を行っ
て受け入れている。今年４月現在16
園中14園に30名、身体の障害や知能
発達に遅れのある児童が在籍してい
る。医療ケア児は平成29年度より国
のモデル事業をもとに保育支援委託

事業を開始。現在の対象児童は１名。
保育園の看護師が研修等で不在時に
市委託の訪問看護ステーションから
派遣する。この事業により、園での
集団生活が継続できている。

市内事業者の入札に対する現状と今後について

　質問　業務委託や物品購入におけ
る市内事業者の割合は。また、80万
円未満の物品購入は市内事業者が優

先されるが、その状況も伺う。
　総務部長　平成29年度の入札結果
は全108件、約４億3,338万円。うち
市内事業者が55件で約２億2,114万
円、50.9％で前年度比8.1ポイント
の減。物品契約では全30件、約
8,959万円中13件、約2,347万円で
43.3％、8.6ポイント減。80万円未
満の物品購入は主に事務用品などの
消耗品や小・中学校の補助教材など。

「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」について 正和会
乙津 豊彦 議員

▲子育て世代も住みよいまちに（子育て世代包括支援センター）

　質問　2045年の時点で、都内市部
では本市が最も人口減少率が高く、
一方で75歳人口の割合が最も高くな
ると推計された。このことをどう捉
えているか。
　市長　ご心配の声もいただいてい
るが、これはあくまでも推計で、確
実なものではない。発表元の国立社
会保障・人口問題研究所にも確認し
たが、本市の場合、転入転出による

移動人口にばらつきがあり、必ずし
もこのとおりに推移するとは限らな
いとの回答も得た。このような人口
値とならないため、定住化施策を行
い人口の減少幅を抑えようとしてい
る。今は現行の総合戦略に基づき、
着実かつ継続的に進めていく。

「福生市人口ビジョン及び総合戦略」への影響について

　質問　推計では2045年の推計人口

は３万5,227人。一方、本市の人口
ビジョンでは同時点で４万2,200人。
16％もの差があるが、ビジョンや総
合戦略への影響はないのか。
　市長　公表結果は一つの推計で、
影響はないと考える。人口ビジョン
及び総合戦略は平成31年度で計画期
間が終了するが、更新時には、現行
の定住化施策の検証を踏まえ、より
効果的なものとしたい。

福生駅西口地区の再開発に向けた検討状況と今後の取り組みについて

▲再開発が予定されている福生駅西口

　質問　再開発事業地域の状況と、
検討段階で見えた課題や今後の方向
性について伺う。
　市長　対象は福生駅西口の約1.4
ヘクタール。昨年11月に福生駅西口
地区市街地再開発準備組合が設立さ
れ、地権者35名中33名が加入。都市
計画上の用途区域は商業地域と近隣
商業地域で、容積率は駅前通り沿い
の一部が500％、その他は400％か

300％。現在、準備組合では都市計
画の素案作成を進めているが、都や
警視庁、ＪＲなどとの協議が求めら
れており、行政の協力が不可欠。本
市としても重要なプロジェクトであ
ることから、今年度より都市建設部
内に新たに部・課長職を配置し、準
備組合を支援している。
準備組合からの要望書に対する対応について
　質問　要望書に対する市の考え方

は。また、公共施設の導入を検討す
るに当たり、その検討内容や課題は。
　市長　再開発は市にとっても重要
であるので、全庁的に検討する。準
備組合から要望のあった福生駅西口
への公共施設や機能の整備について
は、既存施設の老朽化や利用状況を
はじめ、市民アンケートの結果や整
備費用等、さまざまな要素を考慮し、
多角的に検討していきたい。

福生市議会HP
（通告一覧へリンクします）

正和会
大野 聰 議員
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避難所運営連絡会について

▲避難所運営マニュアル

　質問　福生市地域防災計画では、
避難所の開設・管理運営には避難所
運営連絡会を設置し、災害時の対応
を協議するとしているが、これまで
の取り組みについて伺う。
　市長　災害時、避難所の円滑な運
営には地域・学校・市の三者の相互
協力が必要なことから、平成25年度
策定の運営マニュアル作成モデルに
連絡会の設置を明記、翌年度から順

次開設された。三者の役割分担と認
識の共有はできたが、会ごとの意識
差もあることから29年度に全体会を
開催、全体的な底上げを図った。多
くの方が地域の防災リーダーとなる
よう、研修などの充実にも努めたい。
　質問　先進的な検討や取り組みの
事例を伺う。また、運営に女性の参
加を呼びかけているというが、実際
の参加状況はどうなっているか。

　総務部長　先進的な事例として、
外国人に配慮し、避難生活での注意
点や案内掲示をやさしい日本語と外
国語を併記した張り紙を用意した例、
また、女性の洗濯物の干し場など生
活に必要な場所を細かく定め、災害
時に混乱をなるべく回避した工夫な
どがある。女性の参加状況は、全避
難所の連絡会メンバー85名中女性が
15名で、参加率は２割弱。

福生ワールドカフェについて

▲福生ワールドカフェの様子

　質問　５月に本市で初めて開催さ
れ、大変楽しく有意義なものであっ
た。改めて、その内容について伺う。
　市長　第５期福生市総合計画策定
のための基礎資料として、市民のご
意見をお聞きするもの。リラックス
した雰囲気で四、五人の小グループ
でメンバーを変えながら話すことで
多くの意見を集める手法で、「福生
に住んでいてよかったと思うこと」

など三つのテーマで語り合っていた
だいた。これからの福生市のまちづ
くりを考えたアイデアやご意見を多
数頂戴し、参加者からも総じて有意
義だったとの感想をいただけた。

ブラインドサッカーについて

　質問　パラリンピック種目である
本競技を通じ市内の機運醸成を図っ
ていくものと思われるが、今年度の

具体的な取り組みは。
　教育長　ブラインドサッカーは平
成22年から継続的に開催し、障害者
スポーツの理解促進、普及と地域交
流に努めている。今年度は特に2020
年に向けた機運醸成への取り組みが
必要と考え、11月に福生野球場で東
日本リーグを開催。試合観戦や体験
教室など、多くの方に楽しめる企画
を計画している。

フレイル予防の取り組みについて

▲フレイル予防として取り組まれている介護予防事業の様子

　質問　加齢による心身の諸機能が
低下した状態「フレイル」の予防は
健康寿命の延伸や医療費抑制におい
て大変重要だ。今年度からの第７期
介護保険事業計画及び健康ふっさ21
におけるフレイル予防の位置づけや
取り組みについて伺う。
　市長　介護におけるフレイル予防
の取り組みとしては、閉じこもりを
防ぐ生きがい活動支援デイサービス、

食事の提供と安否確認を行う配食サ
ービス、老人クラブへの事業費補助
などがある。介護認定者以外を対象
とした事業には、運動器機能向上の
ための高齢者元気はつらつ教室や運
動指導員の派遣、介護予防リーダー
養成講座の実施などがある。健康ふ
っさ21における位置づけとしては、
ラジオ体操の普及と食の講話や健口
体操、脳トレゲームなどの出前講座、

原ヶ谷戸どんぐり公園に新設された
健康遊具の活用等が予防につながる
と考える。また、新しい視点として、
在宅高齢者を支えるため、医療と介
護関係者が協働で情報を共有するシ
ステムづくりを支援する。フレイル
は適切な予防や治療で健常状態に戻
れると考えられていることから、自
立した日常生活を営むための効果
的・効率的な介入や支援に努めたい。

中央体育館のバリアフリーについて

▲学童クラブの様子

　質問　開館から四十数年間が経過
し、この間耐震補強や段差の解消、
トイレの洋式化などは行われたが、
エレベーターの設置については一向
に進まない。進まない理由は何か。
　教育長　エレベーターの設置には
建築確認申請が必要だが、その際に
は都の指導で現行法規に適応するた
めの全館的な改修が求められ、同様
に福祉のまちづくり条例にも適応し

たさまざまな施設整備が必要となる。
福生市公共施設等総合管理計画や福
生市立地適正化計画にもかかわる問
題となるため、全庁的な計画や方針
に沿って進める必要がある。

学童クラブの安全対策について

　質問　年々入所児童が増えている
状況だが、事故やけがの安全対策は
どのように図っているのかを伺う。

　市長　平成27年からの子ども・子
育て支援新制度で、放課後児童クラ
ブ運営指針にて具体的な安全対策が
示された。本市の学童クラブはこの
指針を遵守した点検・確認を行い、
事故防止のマニュアルを作成し支援
員、補助員の共通認識としている。
また、福生市シルバー人材センター
へ委託し児童の見守り人員を配置、
安全性の向上に努めている。

「声の市議会だより」をお届けしています「声の市議会だより」をお届けしています
　音訳ボランティア「ふっさいとでんわ」により、市議会だよりの
音訳をデイジー方式のＣＤにして、視覚障害者(１・２級)の方にお
届けしています。　
　ご家族やお知り合いで、ご希望の方がいらっしゃいましたら、ご
連絡ください。

　専用の再生機が必要となりますが、利用対象者は日常生活用具と
して給付を受けられます。（利用者一割負担）

議会事務局　☎042-551-1523
　多摩ケーブルネットワークによる本会議の生中継を放映します。放映チャンネ
ルは、広報ふっさ及び多摩ケーブルチャンネルガイドでお知らせしますので、ぜ
ひご覧ください。

ケーブルテレビによる議会中継

　議員の一般質問や市長の答弁の様子が見られ、より身近に議会を感じ
ていただけます。ぜひご利用ください。
◆配信方法　本会議のライブ映像と録画映像より身近に議会を感じていただけ
ます。ぜひご利用ください。
◆利用方法
　福生市ホームページ（http://www.city.fussa.tokyo.jp/)
→「福生市議会」よりアクセス

ご利用くださいインターネット議会中継ご利用くださいインターネット議会中継

生活者ネットワーク
三原 智子 議員

市民派クラブ
田村 正秋 議員

公明党
青木 健 議員

正和会
幡垣 正生 議員
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障害者施策について

▲福生市地域自立支援協議会の会議の様子

　質問　３月に福生市障害者計画・
第５期障害福祉計画・第１期障害児
福祉計画が策定された。推進に当た
り、関係機関との連携の図り方は。
　市長　進捗状況を福生市地域福祉
推進委員会や福生市地域自立支援協
議会に報告し、ご意見をいただき課
題やニーズの把握に努める。
　質問　福生市地域自立支援協議会
はどのような方々で構成されている

のか。設置の目的や意義は。
　福祉保健部長　構成メンバーは学
識経験者、地域福祉団体、障害福祉
事業者、保健・医療関係者の計10名。
設置は障害者総合支援法で規定され
ており、相談支援の事例等を通じ地
域の課題を共有し、支援体制の整備
につなげる取り組みを進めている。
　質問　福生市障害者福祉サービス
指定事業所連絡会はどのような組織

か。また、地域自立支援協議会との
関係は。
　福祉保健部長　市内の指定事業所
により構成され、地域自立支援協議
会や福生市障害福祉課と連携・協働
し障害福祉の向上に努めている。計
画相談部会など６部会に分かれ、研
修や事例検討会等を定期的に開催。
年１回、地域自立支援協議会に各部
会長が出席し情報共有を図っている。

平成30年度の総合防災訓練について 正和会
串田 金八 議員

▲訓練が予定されている防災食育センター

　質問　今年度も開催されるとのこ
とだが、その内容は。
　市長　今年は10月21日、福生第一
小学校をメインに、市内全小・中学
校に加え、新たに昨年から本格稼働
している防災食育センターも訓練会
場に予定している。内容については
関係機関と調整中である。

災害時に対するインフラ設備の現状について

　質問　水道管やガス管の耐震化に
取り組んでいるとのことだが、工事
の進捗状況は。また、災害時の停電
中でも使用可能な信号機の設置状況
についても伺う。
　市長　武陽ガスに確認したところ、
都市ガスの耐震化は平成28年４月に
完了しているとのこと。
　総務部長　東京都水道局によると、
市内の水道の耐震化率は平成28年度

末現在で40％。耐震化事業計画は東
日本大震災後に見直しを図り、平成
34年度末に都内全域で54％を目標に
事業を進めているという。災害後の
停電時でも使用可能な信号機は、福
生警察署によると方式は幾つかある
が、合計で市内15箇所に設置。うち
８箇所が震災以降に設置されたリチ
ウム電池式で、今後もこのタイプの
ものを増やしていくとのこと。

住宅施策分野の取り組みと土地利用状況調査について

▲社会科の副読本「わたしたちの福生市」

　質問　東京都の調査から見えてき
た本市の土地利用の動向とは。また、
どう住宅施策に反映させるのか。
　市長　本市は市街化区域内の道路
等の割合が28市町で最も高い。また、
宅地面積に対する建物棟数密度や建
蔽率が高いが、容積率は平均的で、
指定された容積率が十分使われてい
ない。以前の本市研究では、未利用
地の割合は低いが福生駅周辺部の未

利用空間が大きいと指摘されている。
立地適正化計画での各種施設の駅周
辺への集約により、都市計画マスタ
ープランで掲げる「誰もが住み続け
たくなる歩いて暮らせるまち」の実
現に向け各施策を進めたい。

全ての児童・生徒を対象とした補助について

　質問　本市には全ての児童・生徒
が対象の補助が多いが、近年削減す

る自治体も多いようだ。所見を伺う。
　教育長　補助教材費や修学旅行等
の宿泊費補助に小学校で最大１万
5,540円、中学校は２万8,565円に加
え、社会や道徳の副読本等を市立
小・中学校の全児童・生徒の保護者
に補助しており、26市の中でも総じ
て高い額と考える。社会情勢にも大
きく影響する施策だが、今後も子育
て世代をあまねく広く支援したい。

空き家対策について

▲「福生市住宅マスタープラン」（冊子）

　質問　本市における空き家対策に
ついて所見を伺う。
　市長　平成24年度の実態調査を機
に対策に取り組んでいるが、近年の
空家等対策の推進に関する特別措置
法の制定や、人口ビジョン及び総合
戦略の策定などの環境変化もあるこ
とから、今年度改定の住宅マスター
プランで実態を調査する。
　質問　１棟丸ごと空き家になって

いる集合住宅への対応は。
　都市建設部長　特措法に基づき所
有者へ適正管理の指導を行い、相談
窓口の紹介や除却の助成などの情報
提供を行っている。１棟丸ごとの空
き家集合住宅はまだ多くはないが、
環境・防災や住宅ストック活用、不
動産流動化の面で新たな対応が必要
だ。住宅マスタープラン改定の中で
考えたい。

障がい者インクルーシブ防災の具体的な推進について
　質問　災害時には障害者、サポー
トする側双方に知識や配慮すべき点
を要する。その周知啓発が重要では。
　市長　要援護者登録制度で災害に
備えているが、障害者みずから、ま
た周囲も平時の備えが大切だ。対応
の研修やハンドブック作成について
は障害特性で準備や支援も異なるの
で、先進事例の収集に努めたい。

学区の再編について 正和会
末次 和夫 議員

▲市内小学校（福生第三小学校）

　質問　昨年の第２回定例会では、
市立学校規模等適正化基本計画の策
定は、当面総合的な見地から調整を
進める必要があるとの答弁だった。
１年が経過し、その進捗状況は。
　教育長　人口推計では今後５年間
の本市の児童・生徒数の推移は小学
校が横ばいで中学校が微増と見てい
る。すぐに再編が迫られる事態では
ないが、社会変化や学校施設の老朽

化に加え、今後福生市総合計画や公
共施設等管理計画に基づく個別施設
計画等が策定されることから、市全
体として総合的に判断するため、全
庁的に取り組むべきと考えている。

小中一貫校について

　質問　小中一貫教育は実施された
が、小中一貫校に発展させる動きは
見られない。一貫教育の現状や成果

と、一貫校への所見を伺う。
　教育長　一貫教育の成果として、
小・中学校教員の直接交流の機会を
多く設定することで相互理解及び、
意識改革が図られている。一貫校に
ついては、いわゆる中１ギャップの
緩和等のメリットがある一方、人間
関係の固定化等のデメリットもある。
これらを総合的に評価し、慎重に本
市の方向性を定める必要がある。

正和会
佐藤 弘治 議員

公明党
堀 雄一朗 議員

公明党
五十嵐 みさ 議員
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　質問　苦情の種類や件数、傾向や、
対応に苦労することなどを伺う。
　生活環境部長　10月末までの平成
29年度実績で大気汚染３件、航空機
を除く騒音９件、悪臭４件、雑草17
件、そのほか33件。外国人居住者の
事案では、文化や生活習慣の違いか
ら苦情となり、言葉の違いもあるこ
とから、解決に時間を要している。

包括施設管理委託について

▲庁舎内（防火扉）の保守点検の様子

　質問　公共施設は数も多く、管理
業務も幅広いが、包括委託によって
実施水準の向上と業務効率化が図れ
ると考えるが、本市の考えを伺う。
　市長　業務契約の一本化で経費削
減と業務量削減などの効果がある一
方で、地域業者の発注減への懸念や、
元請事業者が下請に再委託すること
での事業費削減効果の低減や管理上
のリスク、長期契約時の市場の硬直

化など、課題もある。まずは先行自
治体の取り組みを情報収集したい。

財務諸表の活用とマネジメントについて

　質問　昨年の平成28年度決算審査
では各課の組織別財務諸表が示され、
各事業は行政コスト計算書でフルコ
ストが示された。29年度の決算では
これらをどう活用するのかを伺う。
　市長　28年度より地方公会計制度

を東京都方式で採用。予算体系を組
みかえ予算説明書と決算説明書を作
成、資産状況や各事業の一層の見え
る化が図られた。29年度は28年度と
の比較ができるので、見えてきた情
報を実施計画作成や予算編成に活用
したい。今後は年々情報が積み上が
り、事業や分野別の傾向がより顕著
になる。分析・評価の重要な要素と
してマネジメント強化につなげたい。

福生加美上水公園自然塾の活動について

▲青大悲寺の旧東海居

　質問　このボランティア組織の概
要は。あわせて、青大悲寺との無償
使用貸借の契約状況と、施設の今後
の構想についても伺う。
　市長　福生加美上水公園自然塾は、
自然生態系に配慮した公園整備等の
専門的知識を有し、清掃や樹木の手
入れなどの美化活動から生態系調査
や貴重植物の保護まで、幅広く活躍
いただいている。青大悲寺の旧東海

居は、土地と建物について寺と平成
31年３月末までの無償使用貸借契約
を締結した上で、市から塾に貸し出
している。環境学習や公園ボランテ
ィア育成活動のほか、休憩場所など
多岐に活用されており、この活動で
緑の保全やボランティアに参加する
市民の育成が期待できるため、今後
の使用方法も検討していきたい。

連動信号機設置について
　質問　昨年９月、地元の要請から
産業道路の武蔵野台一丁目の交差点
へ信号機設置の要望書を提出したが、
その進捗状況を伺う。
　市長　福生警察署に確認したとこ
ろ、東京都公安委員会に上申され、
設置される予定だが、都内で危険度
の高いところから予算の範囲内で順
次設置をしているとのこと。

多摩橋通りの工事の進捗状況について

▲人工芝化が検討されている市営競技場

　質問　長きにわたり工事が続いて
いるが、現在の工事内容と今後の予
定は。また、いつごろ完了するのか。
　市長　東京都西多摩建設事務所に
よると、現在はＪＲ東日本に委託し
た鉄道交差部の立体工事が行われて
いる。2020年度末まで実施し、その
後は前後区間の擁壁工事に四、五年
かかるため、完成は2024年度末から
2025年度になる見込みである。踏切

での一時停止などによる渋滞の緩和
や、歩道設置による歩行者の安全性
向上のため、一日も早い完成を都に
要望している。
東京2020オリンピック・パラリンピックに
伴う設備整備に係る補助金の活用について
　質問　東京都には、大会の機運醸
成とスポーツ振興などの地域活性化
が目的の支援補助があるが、本市は
その活用をどう考えているのか。

　教育長　庁内で検討中だが、利用
団体からの要望もあり、市営競技場
の人工芝化を考えている。
　質問　人工芝化のほかに改修の計
画はあるか。また、近隣で人工芝化
された競技場はあるのか。
　教育部長　競技場の管理棟の改修
整備も検討している。人工芝化は民
間での例はあるが、西多摩８市町村
の公営競技場では初となる。

公共施設総保有量（総延べ床面積）の20％削減目標について

▲「福生市公共施設等総合管理計画」（冊子）

　質問　公共施設等総合管理計画の
中で市民１人当たりの床面積を26市
平均の水準まで下げるという考え方
は妥当か。市民生活への影響は考え
たか。教育施設の充実という福生市
の特長は維持できるのか。
　市長　本市は３分の１が横田基地
で、他自治体よりコンパクトで利便
性もよい。身の丈に合った施設保有
量への見直しが必要で、総量抑制を

原則に少なくとも26市平均まで引き
下げるべきと考える。あくまで将来
にわたり必要な行政サービスを提供
するためで、市民生活への影響を最
小限に抑える視点で策定した。教育
施設を含むすべての施設の規模、配
置等を人口動向や財政、他の計画と
の整合性等を踏まえ多角的に検討し、
次世代に負担をかけず、将来にわた
り持続可能なまちの実現を目指す。

福生市における超過勤務時間等の状況について
　質問　本市学校教職員の過労死ラ
インを超える超過勤務時間等の状況
について伺う。
　教育部参事　平成29年度、一度で
も100時間超えをした教員は小学校
で8.6％、中学校で35.4％。80時間
超えは小学校で23.5％、中学校が
56.1％。病気休職者は２名、病気が
理由の普通退職者が２名。

8月2日㈭～5日㈰

第68回

昨年の七夕まつり民踊パレード参加風景

～福生の“和”が広がる七夕まつり～福生七夕まつり
8月2

正和会
武藤 政義 議員

日本共産党
池田 公三 議員

公明党
原田 剛 議員

日本共産党
奥富 喜一 議員
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議案の審議結果（〇賛成　×反対） 市民派：市民派クラブ　ネット：生活者ネットワーク

議 案 番 号 議　案　名 正和会 公明党 日本共産党 市民派 ネット 議決結果

市　長　提　出　議　案

報告第１号 専決処分の承認を求めることについて（福生市税賦課徴収条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○○ 承認

報告第２号 専決処分の承認を求めることについて（福生市都市計画税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○○ 承認

報告第３号 専決処分の承認を求めることについて（福生市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○○ 承認

議案第31号 福生市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○○ 可決

議案第32号 福生市都市計画税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○○ 可決

議案第33号 福生市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○○ 可決

議案第34号 福生市学童クラブの設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○○ 可決

議案第35号 平成30年度福生市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○○ 可決

議案第36号 福祉センター設備改良工事（機械設備）請負契約 ○ ○ ○ ○ ○○ 同意

議案第37号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○ ○ ○ ○ ○○ 同意

議案第38号 福生市表彰条例に基づく自治功労表彰について ○ ○ ○ ○ ○○ 同意

議案第39号 福生市表彰条例に基づく一般表彰について ○ ○ ○ ○ ○○ 同意
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ー
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
賃

金
８
７
１
万
円
及
び
福
生
第

三
小
学
校
で
実
施
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
校
事

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
福
生
市

税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
条

例
改
正
の
必
要
が
生
じ
、
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
も

の
。
改
正
内
容
は
、
法
人
市

民
税
の
申
告
納
付
に
つ
い
て
、

内
国
法
人
が
外
国
子
会
社
合

算
課
税
の
適
用
を
受
け
る
場

合
、
外
国
関
係
会
社
に
課
し

た
所
得
税
等
の
額
の
う
ち
、

合
算
対
象
と
さ
れ
た
所
得
に

相
当
す
る
額
を
内
国
法
人
の

法
人
市
民
税
の
額
か
ら
控
除

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
る
規
定
の
整
備
な
ど
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
福
生
市

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
条

例
改
正
の
必
要
が
生
じ
、
専

決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
も

の
。
改
正
内
容
は
、
土
地
に

係
る
都
市
計
画
税
が
地
価
上

昇
に
よ
り
急
激
に
上
昇
し
て

税
負
担
が
重
く
な
り
過
ぎ
な

い
よ
う
、
緩
や
か
な
増
加
に

す
る
負
担
調
整
措
置
の
適
用

年
度
の
改
正
な
ど
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
福
生
市

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
公
布
等

に
伴
い
条
例
改
正
の
必
要
が

生
じ
、
専
決
処
分
の
承
認
を

求
め
る
も
の
。
改
正
内
容
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
基
礎
課

税
額
の
課
税
限
度
額
変
更
な

業
50
万
円
。

◎
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
備
改
良

工
事
（
機
械
設
備
）
請
負
契

約
　

平
成
30
年
度
か
ら
31
年
度

に
か
け
て
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

備
改
良
工
事
（
機
械
設
備
）

を
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
へ
発
注
す
る
も
の
で
、
予

定
価
格
１
億
５
千
万
円
以
上

の
た
め
、
福
生
市
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
同
意
を
得
よ
う

と
す
る
も
の
。
契
約
金
額
３

億
９
９
６
０
万
円
、
工
期
は

31
年
12
月
20
日
ま
で
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た

村
野
和
男
氏
を
自
治
功
労
表

彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
自
治
功
労
表
彰
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て

長
年
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
た

笹
本
和
美
氏
を
自
治
功
労
表

彰
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
表
彰
条
例
に
基
づ

く
一
般
表
彰
に
つ
い
て

　

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

と
し
て
貢
献
さ
れ
た
高
崎
勇

作
氏
、
学
校
歯
科
医
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
佐
久
間
悌
樹
氏
、

学
校
薬
剤
師
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
梅
田
靖
子
氏
、
予
防
接

種
医
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
大

前
年
正
氏
、
交
通
安
全
推
進

委
員
会
委
員
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
木
村
久
雄
氏
、
石
川
裕

子
氏
、
野
中
勝
氏
、
行
政
改

革
推
進
委
員
会
委
員
と
し
て

貢
献
さ
れ
た
大
柿
雅
子
氏
、

保
護
司
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

森
田
勝
氏
、
知
的
障
害
者
相

談
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
德

田
和
江
氏
、
関
行
子
氏
、
ふ

っ
さ
っ
子
の
広
場
機
構
会
議

委
員
及
び
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た

佐
々
木
京
子
氏
、
明
る
い
選

挙
推
進
委
員
、
廃
棄
物
減
量

等
推
進
員
、
町
会
長
及
び
交

通
安
全
推
進
委
員
会
委
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
勝
山
博
一

氏
、
消
防
団
員
と
し
て
貢
献

さ
れ
現
在
も
活
躍
中
の
吉
澤

伸
也
氏
、
五
十
嵐
剛
氏
、
國

分
啓
明
氏
、
太
田
郁
祐
氏
、

藤
島
健
氏
、
清
水
覚
氏
、
大

井
脩
氏
、
保
坂
浩
史
氏
、
兒

島
弘
貴
氏
、
比
留
間
将
平
氏
、

絵
画
を
寄
附
さ
れ
た
市
丸
節

子
氏
を
一
般
表
彰
す
る
も
の
。

ど
。

◎
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
市
た
ば
こ
税
に
係
る

製
造
た
ば
こ
の
区
分
及
び
税

率
や
個
人
の
市
民
税
に
係
る

非
課
税
の
範
囲
、
法
人
の
市

民
税
に
係
る
申
告
納
付
、
固

定
資
産
税
に
係
る
課
税
標
準

の
特
例
等
に
関
す
る
規
定
等

を
整
備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
都
市
計
画
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
改
修
実
演
芸
術
公
演

施
設
に
対
す
る
都
市
計
画
税

の
減
額
に
関
す
る
規
定
等
を

整
備
す
る
も
の
。

▽
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
家
庭

的
保
育
事
業
者
等
に
よ
る
代

替
保
育
及
び
食
事
の
提
供
の

特
例
に
関
す
る
規
定
等
を
整

備
す
る
も
の
。

◎
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の
資
格

要
件
に
関
す
る
規
定
を
整
備

す
る
も
の
。

◎
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
２

８
５
０
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
２
４
４
億
２
８
５
０

◎
全
員
賛
成　

▽
賛
成
多
数

可
決
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

可
決
さ
れ
た
案
件（
要
旨
）

●
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

■
反
対

　

代
替
保
育
、
食
事
の
提
供

等
の
規
制
緩
和
を
拡
大
す
る

も
の
で
あ
り
、
保
育
の
質
の

担
保
を
引
き
下
げ
る
こ
と
に

な
る
こ
と
か
ら
反
対
で
あ
る
。

■
賛
成

　

保
育
の
質
の
向
上
の
た
め
、

食
事
の
提
供
と
い
う
専
門
性

の
高
い
業
務
は
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
し
、
現
場
の
課
題
解

決
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

討  

論  

▲福生市表彰式で表彰された方々
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施
設
は
な
い
。
ち
ゃ
い
れ
っ

く
福
生
駅
前
保
育
園
は
、
福

生
本
町
保
育
園
、
福
生
多
摩

幼
稚
園
小
規
模
保
育
園
乳
幼

児
部
ひ
よ
こ
は
、
福
生
多
摩

幼
稚
園
を
連
携
施
設
と
し
て

確
保
し
て
い
る
。

問　

４
階
以
上
の
階
の
施
設

の
特
別
避
難
階
段
に
つ
い
て
、

付
室
部
分
の
規
定
の
整
備
と

引
用
条
文
の
内
容
は
。

答　

改
正
は
、
建
築
基
準
法

施
行
令
第
１
２
３
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
特
別
避
難
階
段

に
関
す
る
規
定
の
改
正
に
よ

る
も
の
で
、
改
正
前
は
特
別

避
難
階
段
の
付
室
は
、
排
煙

窓
ま
た
は
排
煙
設
備
を
設
置

し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い

た
が
、
改
正
後
は
こ
れ
ま
で

の
仕
様
を
限
定
し
た
規
定
を

改
め
、
付
室
を
介
し
た
階
段

室
へ
の
煙
の
流
入
を
防
ぐ
新

た
な
排
煙
方
式
の
設
置
も
可

能
と
な
っ
た
。

◇
福
生
市
学
童
ク
ラ
ブ
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問　

５
年
以
上
学
童
ク
ラ
ブ

事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ

て
、
市
長
が
適
当
と
認
め
た

者
と
は
ど
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
か
。

答　

今
回
の
改
正
で
、
例
え

ば
、
中
学
校
卒
業
者
に
つ
い

て
は
、
５
年
以
上
の
勤
務
経

験
と
総
勤
務
時
間
が
５
千
時

間
程
度
あ
る
こ
と
を
目
安
と

し
て
い
る
。

問　

学
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の

資
格
取
得
の
方
法
と
資
格
取

得
者
の
数
は
。

答　

学
童
ク
ラ
ブ
の
支
援
員

　

６
月
12
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

青
梅
線
エ
リ
ア
女
子
旅

推
進
委
員
会
の
「
こ
と
り
っ

ぷ
」
と
は
ど
ん
な
冊
子
な
の

か
。

答　

女
性
ユ
ー
ザ
ー
が
９
割

以
上
と
い
う
、
特
徴
の
あ
る

有
料
の
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。

問　
「
こ
と
り
っ
ぷ
」
は
ど

の
よ
う
な
地
域
が
商
品
化
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答　

関
東
近
郊
で
は
、
横
浜
、

秩
父
、
東
京
都
な
ど
が
あ
る
。

問　

Ｔ
Ｇ
Ｒ
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
ー
が
ペ
ア
と
な
り
、
閉

鎖
さ
れ
た
競
技
区
間
の
タ
イ

ム
の
合
計
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
。

問　

Ｔ
Ｇ
Ｒ
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
次
年
度
以
降
の
見
通

し
は
。

答　

ラ
リ
ー
競
技
開
催
の
協

力
を
行
い
、
開
会
式
及
び
表

彰
式
会
場
等
で
の
同
時
イ
ベ

ン
ト
を
主
催
し
、
地
域
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

問　

市
道
幹
線
Ⅱ
―
11
号
線

の
無
電
柱
化
で
、
減
額
の
理

に
対
す
る
専
門
資
格
の
取
得

に
は
16
科
目
24
時
間
の
研
修

の
受
講
が
必
要
。
社
会
福
祉

協
議
会
は
30
名
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ

ー
プ
は
９
名
が
支
援
員
の
資

格
を
取
得
し
て
い
る
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　

杉
ノ
子
第
二
保
育
園
建

設
費
補
助
金
の
交
付
基
準
額

引
き
上
げ
の
理
由
と
内
訳
、

建
替
え
で
の
定
員
の
変
化
は
。

答　

建
設
資
材
や
人
件
費
等

が
高
騰
し
て
お
り
５
８
８
万

４
千
円
の
増
額
と
な
る
。
定

員
は
１
２
０
名
か
ら
１
３
０

名
に
10
名
増
員
と
な
る
。

　

６
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
４
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
、
陳
情
は
１
件
が

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
福
生
市
税
賦
課
徴
収
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

問　

た
ば
こ
税
の
引
き
上
げ

に
関
し
、
平
成
29
年
度
の
実

績
に
基
づ
く
影
響
額
は
。

答　

平
成
30
年
度
の
予
算
比

で
、
平
成
31
年
度
は
２
２
０

０
万
円
の
増
、
平
成
32
年
度

は
３
８
９
０
万
円
の
増
、
平

成
33
年
度
は
７
７
４
０
万
円

の
増
。

問　

資
本
金
ま
た
は
出
資
金

の
額
が
１
億
円
を
超
え
る
法

人
等
に
対
し
電
子
申
告
を
義

務
化
す
る
と
い
う
規
定
の
整

備
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
の

改
修
な
ど
の
準
備
は
。

答　

法
人
市
民
税
の
電
子
申

告
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
ポ

ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て

既
に
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で

特
段
準
備
の
必
要
は
な
い
。

問　

生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
に
よ
る
減
税
に
関
し
、
そ

の
対
象
者
と
ど
の
よ
う
な
設

備
が
対
象
に
な
る
か
。

答　

市
が
認
定
し
た
中
小
企

業
者
の
う
ち
資
本
金
ま
た
は

出
資
額
が
１
億
円
以
下
の
法

人
が
対
象
で
、
設
備
に
つ
い

て
は
商
品
の
生
産
も
し
く
は

販
売
ま
た
は
役
務
の
提
供
に

供
し
生
産
性
向
上
に
資
す
る

指
標
が
旧
モ
デ
ル
比
で
年
平

均
１
％
以
上
向
上
す
る
設
備
。

問　

個
人
住
民
税
に
関
す
る

改
正
で
、
給
与
所
得
控
除
や

公
的
年
金
等
控
除
を
10
万
円

カ
ッ
ト
し
て
、
個
人
市
民
税

の
基
礎
控
除
に
上
積
み
す
る

が
、
市
民
へ
の
影
響
、
市
財

政
へ
の
影
響
は
。

答　

給
与
所
得
者
や
公
的
年

金
等
所
得
者
に
つ
い
て
は
住

民
税
の
税
額
に
よ
る
影
響
は

な
く
、
そ
の
ほ
か
の
所
得
者

に
つ
い
て
は
基
礎
控
除
の
引

き
上
げ
に
よ
り
税
額
が
下
が

り
税
収
に
影
響
が
出
る
。

◇
平
成
30
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
の
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ

ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
は
。

答　

実
施
計
画
書
記
載
の
内

容
の
ほ
か
、
授
業
で
使
用
す

る
教
材
の
準
備
、
後
片
付
け
、

専
科
教
室
の
教
室
整
備
の
手

伝
い
、
提
出
物
の
チ
ェ
ッ
ク

等
と
い
っ
た
こ
と
を
想
定
。

問　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

推
進
校
事
業
に
つ
い
て
そ
の

講
師
は
、
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
的
思
考
と
は
何
か
。

答　

授
業
や
家
庭
で
個
別
学

習
用
の
ド
リ
ル
ソ
フ
ト
を
使

用
し
て
い
る
が
講
師
は
そ
の

開
発
企
業
か
ら
の
招
聘
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
と
は
自
分

の
考
え
を
実
現
す
る
た
め
に

何
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
る
と
よ
い
結
果
が
得
ら
れ

る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
論
理

的
に
考
え
る
力
の
こ
と
。

◇
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
備
改
良

工
事(

機
械
設
備)

請
負
契

約 問　

こ
の
改
修
に
よ
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
等
が
ど
の
程

度
向
上
す
る
の
か
。

答　

更
新
す
る
機
器
全
体
で

試
算
す
る
と
、
光
熱
費
の
金

額
で
約
30
％
、
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
量
で
約
50
％
の
削
減
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

落
札
者
の
公
共
施
設
等

に
関
し
て
の
実
績
は
。

答　

近
隣
で
は
瑞
穂
町
で
小

学
校
の
除
湿
温
度
保
持
機
能

復
旧
工
事
、
他
に
文
京
区
区

民
セ
ン
タ
ー
で
空
調
設
備
の

改
修
工
事
等
の
実
績
が
あ
る
。　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

由
は
電
線
共
同
溝
の
工
法
の

改
定
に
よ
っ
て
と
い
う
こ
と

だ
が
、
工
法
が
ど
の
よ
う
に

違
う
の
か
。

答　

電
線
類
の
埋
設
を
よ
り

浅
く
す
る
、
浅
層
埋
設
化
や
、

電
線
共
同
溝
の
ボ
ッ
ク
ス
、

ト
ラ
ン
ス
を
地
上
に
置
く
地

上
機
器
の
小
型
化
な
ど
に
よ

り
、
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る

た
め
の
改
定
。

　

６
月
13
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
３
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

条
例
改
正
の
影
響
を
受

け
る
市
内
施
設
は
あ
る
か
、

市
内
小
規
模
保
育
所
の
連
携

施
設
確
保
の
状
況
は
。

答　

改
正
の
影
響
を
受
け
る

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

委
員
会
の
審
査
か
ら

各
常
任
委
員
会
か
ら
報
告
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　

主
な
審
査
概
要
を
ま
と
め
ま
し
た

建
設
環
境
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

《要請文》
　平成30年４月10日17時頃、横田基地における人員降下訓
練中にパラシュートの一部が羽村第三中学校に落下する事
故が発生した。
　そして４月11日、貴職は、当該事故の安全確保のための
調査等を行った結果、４月12日からパラシュート降下訓練
を再開すると発表し、同日より同訓練が再開された。
　横田基地においては人員降下訓練が度々行われており、
平成29年度においても基地運用の安全対策を徹底するよう
要請している中において、基地外へのパラシュートの落下

は、一歩間違えれば人命に関わる重大な事故につながりか
ねず、また事故原因及び再発防止策の具体的な説明がない
まま訓練が再開されたことは周辺住民の不安を増大させる
ものであり極めて遺憾である。
　貴職においては、この状況を十分認識され、再発防止と
安全確保の徹底を図ることはもちろん、基地に関する周辺
住民の常なる不安を念頭に、真摯に説明及び運用責任を果
たしていくことを強く要請する。

　平成30年４月17日

羽村第三中学校へのパラシュート落下について（要請）
　平成30年４月17日に次の要請文を、在日米軍横田基地第374空輸航空団司令官に送付し、また、
本件について米軍に申し入れるよう、北関東防衛局長及び横田防衛事務所長に要請しました。
（各々の要請文の全文を市議会ホームページに掲載しています）

▲無電柱化整備が予定されている本町通り

▲杉ノ子第二保育園（建替え前）

▲設備改良工事が予定されている福祉センター
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～福生市議会では地酒による乾杯で　　　　
　　　　地域の伝統・文化への理解促進の
　　　　　　取り組みを推進しています～

最初の一杯にはぜひ福生の地酒を !

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

特
別
委
員
会
活
動
か
ら
…

編
集
後

記

　

こ
の
度
の
西
日
本
を
襲
っ

た
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、
被

災
さ
れ
た
方
々
に
は
謹
ん
で

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
災
害

で
は
、
特
別
警
報
に
よ
る
行

動
の
在
り
方
、
ま
た
い
つ
、

ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
災
害

も
想
定
内
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
議
会
運
営
委
員
会

で
は
、
議
会
運
営
を
円
滑
に

行
う
た
め
に
、
そ
の
全
般
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
の
協

議
・
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
先
に
設
置
さ
れ
て
い

た
「
議
会
改
革
に
関
す
る
特

別
委
員
会
」
で
検
討
さ
れ
て

い
た
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
に
つ
い
て
」
、
議
会
運

営
委
員
会
で
引
き
継
い
で
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で

に
導
入
を
さ
れ
て
い
る
自
治

体
の
視
察
も
行
う
予
定
で
、

理
事
者
側
か
ら
の
資
料
の
出

し
方
、
議
会
側
で
の
資
料
の

閲
覧
・
扱
い
方
、
費
用
対
効

果
な
ど
、
調
査
・
研
究
を
行

い
、
導
入
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。
印
刷
さ
れ

た
資
料
の
良
さ
も
あ
り
ま
す

が
、
莫
大
な
量
の
紙
を
必
要

と
す
る
こ
と
や
、
そ
の
資
料

を
配
布
す
る
ま
で
の
事
務
量

な
ど
を
考
え
れ
ば
、
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

議
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
も
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
前
向
き

な
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

③
多
摩
川
流
域（
沿
い
）の
魅

力
づ
く
り
に
つ
い
て
は

・
サ
イ
ク
ル
カ
フ
ェ
、
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
設
置
場
所
と
し

て
、
多
摩
川
沿
い
他
、
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
市
内
誘
導
の
観

点
か
ら
、
福
生
駅
近
く
の
設

置・
片
倉
跡
地
の
活
用
に
つ
い       

て
は
、
熊
川
分
水
の
保
全
を 

前
提
と
し
た
公
園
や
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
併
設
の
道

の
駅
等
の
設
置

④
広
域
連
携
、
動
画
配
信
、

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
等
に
つ
い

て
は

・
駅
周
辺
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

周
辺
の
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備

　

次
回
は
「
富
士
見
通
り
」

の
最
終
提
言
案
を
ま
と
め
ま

す
。

　

４
月
17
日
に
臨
時
委
員
会

を
開
催
し
４
月
10
日
に
羽
村

市
内
で
発
生
し
た
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
の
一
部
落
下
に
つ
い
て

審
査
し
、
米
軍
等
に
対
し
再

発
防
止
等
を
文
書
に
よ
り
要

請
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
（
７
面
に
要
請
文
を
掲

載
）

　

ま
た
、
６
月
15
日
に
委
員

会
が
開
催
さ
れ
４
件
の
議
題

に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

１
．
平
成
29
年
度
防
衛
補
助

事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

障
害
防
止
工
事
補
助
事
業

５
事
業
、
民
生
安
定
施
設
補

助
事
業
４
事
業
、
特
定
防
衛

施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金

事
業
10
事
業
を
実
施
し
、
補

助
額
及
び
交
付
額
の
合
計
は

14
億
９
８
５
０
万
５
千
円
で

あ
っ
た
。

２
．
平
成
31
年
度
防
衛
補
助

事
業
概
算
要
望
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
防
衛
補
助
事

業
の
概
算
要
望
で
は
４
事
業

を
要
望
し
補
助
額
は
１
億
２

０
６
０
万
７
千
円
を
見
込
む
。

３
．
横
田
基
地
周
辺
対
策
等

要
望
事
項（
案
）に
つ
い
て

　

７
月
19
日
予
定
の
全
委
員

に
よ
る
防
衛
省
及
び
北
関
東

防
衛
局
へ
の
要
請
行
動
の
要

望
事
項
全
８
案
を
協
議
し
た
。

４
．
横
田
基
地
に
関
す
る
情

報
等
に
つ
い
て

①
５
月
29
日
に
オ
ス
プ
レ
イ

５
機
が
一
時
飛
来
。
６
月
４

日
に
訓
練
参
加
の
た
め
離
陸
。

②
６
月
４
日
市
長
が
防
衛
大

臣
政
務
官
と
面
会
し
オ
ス
プ

レ
イ
配
備
に
関
し
情
報
提
供

を
強
く
求
め
た
。

③
横
田
基
地
有
志
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

６
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
次
回
９
月
定
例
会

で
報
告
を
す
る
⑴
第
一
回
調

査
結
果
報
告
（
案
）
「
富
士

見
通
り
」
の
提
言
内
容
に
つ

い
て
及
び
⑵
新
た
な
観
光
資

源
の
創
出
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

⑴
富
士
見
通
り
に
つ
い
て

・
追
加
提
言
案
と
し
て
、
や

な
ぎ
通
り
か
ら
東
口
飲
食
店

街
十
字
路
間
の
１
階
部
分
の

店
舗
活
用
、
及
び
出
入
り
口

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
奨

・
提
言
４
の
建
造
物
等
の
色

調
に
加
え
意
匠
の
統
一
性　

⑵
新
た
な
観
光
資
源
の
創
出

に
つ
い
て

①
和
の
文
化
に
つ
い
て
は

・
古
民
家
の
カ
フェ
等
の
活
用

・
古
民
家
向
か
い
側
の
旧
郵

便
局
な
ど
総
合
的
な
観
光
資

源
と
し
て
の
整
備

②
洋
の
文
化
に
つ
い
て
は

・
国
道
16
号
線
沿
い
（
ベ
ー

ス
サ
イ
ド
ス
ト
リ
ー
ト
）
に

あ
る
文
化
を
守
っ
て
い
く
。

横
田
基
地
対
策

 

特
別
委
員
会

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

　

対
策
特
別
委
員
会

平成30年第3回定例会は、9月4日㈫から28日㈮までを予定しています。

◎ 議場には、補聴器をお使いの方のために、補聴器に直接音声を送る磁気ループを
導入しています。

◆本会議（予定）　午前10時開会　9月4日（火）～ 7日（金）及び28日（金）
◆決算審査特別委員会（予定）　午前９時30分開会　9月11日（火）～ 14日（金）
◆常任委員会（予定）　午前10時開会　9月19日（水）～ 21日（金）

次回定例会のお知らせ

成
事
業
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
共
存
共
栄
を
主
眼

に
米
軍
と
連
絡
協
議
会
を
設

け
相
互
の
課
題
に
つ
い
て
協

議
を
重
ね
て
い
る
。

②
主
に
米
空
軍
第
35
戦
闘
航

空
団
、
米
海
軍
三
沢
航
空
基

地
隊
等
が
配
備
さ
れ
て
お
り
、

市
内
上
空
で
は
F

－
16
戦

闘
機
の
離
着
陸
訓
練
等
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

③
北
部
航
空
方
面
隊
司
令
部

等
が
配
備
さ
れ
北
海
道
及
び

東
北
地
方
北
部
周
辺
の
防
空

任
務
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

31
年
度
以
降
、
無
人
機
グ
ロ

ー
バ
ル
ホ
ー
ク
の
配
備
を
予

定
。

④
騒
音
苦
情
は
市
・
三
沢
防

衛
事
務
所
・
自
衛
隊
で
受
付

け
て
い
る
。
米
軍
の
離
着
陸

訓
練
等
や
昼
夜
の
演
習
に
対

し
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

⑤
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
等
の
交
流

事
業
、
防
災
に
お
け
る
相
互

協
力
、
小
学
生
と
の
交
流
等

を
通
じ
米
軍
と
市
民
と
の
親

交
に
努
め
て
い
る
。

平
成
17
年
に
指
定
管
理
者
の

運
営
に
よ
り
オ
ー
プ
ン
。
敷

地
面
積
も
狭
く
、
国
道
沿
い

で
も
な
い
中
、
年
商
は
２
億

円
を
超
え
、
現
在
、
市
内
最

大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。

②
ビ
ワ
イ
チ
の
拠
点
の
一
つ

で
あ
る
守
山
市
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
「
自
転
車
購
入
補

助
制
度
」
を
実
施
。
補
助
額

は
最
大
２
万
円
を
上
限
と
し
、

開
始
か
ら
半
年
で
２
９
０
名

の
制
度
利
用
者
が
あ
っ
た
。

古
民
家
「
う
の
家
」
は
、
平

成
24
年
か
ら
指
定
管
理
者
の

運
営
に
よ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン

や
和
カ
フ
ェ
な
ど
多
目
的
な

活
用
が
さ
れ
て
お
り
、
平
成

29
年
度
の
累
計
来
館
者
数
は

18
万
人
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

視
察
目
的  

主
に
①
三
沢
市

の
基
地
対
策
②
在
日
米
軍
三

沢
基
地
の
状
況
③
航
空
自
衛

隊
三
沢
基
地
の
状
況 

④
市

及
び
市
民
へ
の
影
響
⑤
市
民

と
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
。

視
察
先　

①
青
森
県
三
沢
市 

②
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地

視
察
日 

平
成
30
年
５
月
８

日
㈫
〜
９
日
㈬

①
三
沢
市
で
は
、
防
衛
施
設

周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

障
害
防
止
工
事
、
個
人
住
宅

防
音
工
事
、
移
転
補
償
及
び

集
団
移
転
先
公
共
施
設
整
備

事
業
、
民
生
安
定
施
設
の
助

　

特
別
委
員
会
の
先
進
地
視

察
を
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
視
察
報
告
書
の
本

文
を
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

視
察
目
的  

①
自
転
車
に
よ

る
観
光
対
策
及
び
道
の
駅
等

の
観
光
資
源
・
拠
点
を
活
用

し
た
回
遊
ル
ー
ト
に
つ
い
て

②
自
転
車
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
及
び
古
民
家
の
活

用
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

視
察
先　

①
滋
賀
県
米
原
市

②
滋
賀
県
守
山
市　
　
　
　

視
察
日　

平
成
30
年
５
月
10

日
㈭
〜
11
日
㈮

①
米
原
市
は
、
自
転
車
に
よ

る
琵
琶
湖
一
周（
ビ
ワ
イ
チ
）

の
起
点
の
一
つ
と
し
て
、
米

原
駅
構
内
市
道
の
一
角
に
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
で
、
平
成

28
年
に
開
設
。
年
間
の
自
転

車
貸
し
出
し
台
数
は
２
千
台

以
上
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
を
併
設
し

た
「
道
の
駅
・
伊
吹
の
里
」
は
、

▲滋賀県守山市を視察

▲青森県三沢市を視察

▲古民家（旧ヤマジュウ田村家住宅）

▲横田基地有志による花いっぱい運動

行
政
視
察
報
告

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

　

対
策
特
別
委
員
会

横
田
基
地
対
策

特
別
委
員
会

◎傍聴におでかけください。
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